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2007
平成１９年

やさしく走ろう泊のみち

・・・・・今月の主な内容・・・・・・・・・・・・・・・

月

◆平成19年泊村成人式
◆平成19年岩内・寿都地方消防組合泊消防団出初式
◆平成18年度村政懇談会
◆経済産業大臣表彰に三好議長
◆日本海ニコニコ元気村トピックス
◆北海道原子力防災訓練冬季訓練の実施について
◆くらしの告知板
◆とまり木文芸

222

平成19年 岩内･寿都地方消防組合 泊消防団出初式  １月８日平成19年 岩内･寿都地方消防組合 泊消防団出初式  １月８日
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平
成
19
年

平
成
19
年

平
成
19
年

平
成
19
年

泊
村

成
人
式

泊
村

成
人
式

泊
村

成
人
式

泊
村

成
人
式

　
１
月
７
日
（
日
）
、
平
成
19
年
泊
村
成
人
式
が
泊
村

公
民
館
で
行
わ
れ
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ
や
華
や
か
な

振
り
袖
姿
の
新
成
人
12
名
が
出
席
し
、
人
生
の
門
出

に
誓
い
と
自
覚
を
新
た
に
式
典
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
国
歌
斉
唱
の
あ
と
、
國
分
教
育
委
員

長
よ
り
式
辞
、
続
い
て
成
人
者
が
一
人
ひ
と
り
紹
介

さ
れ
、
佐
藤
村
長
と
三
好
村
議
会
議
長
よ
り
新
成
人

へ
の
祝
辞
、
祝
電
披
露
の
あ
と
、
新
成
人
を
代
表
し

て
吉
田
佳
史
さ
ん
よ
り
社
会
人
と
し
て
の
決
意
を
新

た
に
誓
い
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
株
式
会
社
ノ
ー
ス
プ
ラ
ン
専
務
取
締

役
で
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
解
説
者
で
も
あ
る
秋
元
正
博

氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、『
私
の
ス
キ
ー
人
生
』
と
題

し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
催
さ
れ
た
激
励
会
で
は
、
来
賓
の
方
々

や
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
友
人
と
歓
談
し
、
大
人
へ
の

一
歩
を
踏
み
出
し
た
喜
び
と
新
た
な
旅
立
ち
を
か
み

し
め
て
、
晴
れ
や
か
な
記
念
す
べ
き
二
十
歳
の
集
い

の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

講師紹介　秋元　正博 氏　

(あきもと まさひろ　1956年9月3

日生まれ　札幌市出身）㈱ノース

プラン専務取締役・スキージャン

プ解説者。日本の元スキージャン

プ競技選手。

1979年　明治大学政治経済学部卒。                

　　　　㈱地崎工業入社。

1980年　レークプラシッドオリン

　　　　ピック出場　スキージャ

　　　　ンプ70m級４位・90m級10

　　　　位やワールドカップ優勝

　　　　回数４回のほか、国内の

　　　　大会でもすばらしい成績

　　　　を残し、1980年代の日本

　　　　のスキージャンプを代表

　　　　する選手。

1989年　現役引退。

2005年　㈱地崎工業退社後、㈱ノ

　　　　ースプラン入社。

岩田　抄太さん

高橋　俊貴さん

梅庭あゆ美さん

谷口　晃一さん

山本　喜子さん

吉田　佳史さん

田原　啓司さん

平田耕一朗さん

乳井　友克さん

濱岸　行実さん

中畑　未来さん

結城　麻美さん

岩田　抄太さん

高橋　俊貴さん

梅庭あゆ美さん

谷口　晃一さん

山本　喜子さん

吉田　佳史さん

田原　啓司さん

平田耕一朗さん

乳井　友克さん

濱岸　行実さん

中畑　未来さん

結城　麻美さん



泊
消
防
団
出
初
式

泊
消
防
団
出
初
式

泊
消
防
団
出
初
式

泊
消
防
団
出
初
式

３ ● 広報 とまり　2007年２月号 ●

　
平
成
19
年
岩
内･
寿
都
地
方
消
防
組
合
泊
消
防
団
出
初
式
が
１
月
８
日
（
月
）
、
泊

村
公
民
館
で
、
多
数
の
来
賓
を
迎
え
、
厳
正
な
規
律
の
中
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
泊
村
長
表
彰
等
、
永
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
勤
続
さ
れ
た
方
々

に
対
し
て
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
泊
消
防
団
統
監
の
佐
藤
村
長
か
ら
年
頭
の
訓
示
が
述
べ
ら
れ
、
続
い
て

来
賓
の
岩
内
警
察
署
山
岸
署
長
、
及
び
泊
村
議
会
三
好
議
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
北
村
泊
消
防
団
長
の
答
辞
が
あ
り
、
住
民
の
命
や
財
産
を
火
災
か
ら
守

る
と
い
う
消
防
団
員
の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
て
、
火
災
の
無
い
泊
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

泊
村
長
表
彰
　
永
年
勤
続
章

■
40
年
勤
続

　
団

本

部
　
副
団
長

　
丹
羽
　
　
隆

■
20
年
勤
続

　
第
４
分
団
　
分
団
長

　
谷
口
　
達
弥

■
10
年
勤
続

　
第
５
分
団
　
班
長
　
澤
口
　
繁
豊

　
第
１
分
団
　
団
員
　
鎌
田
　
　
満

北
海
道
知
事
表
彰
　
表
彰
状

■
10
年
勤
続

　
第
５
分
団
　
班
長
　
澤
口
　
繁
豊

　
第
３
分
団
　
団
員
　
遠
藤
　
賢
一

　
第
４
分
団
　
団
員
　
高
橋
　
直
樹

北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰

■
特
別
功
績
章
（
優
良
表
彰
）

　
団

本

部
　
副
団
長

　
丹
羽
　
　
隆

■
勤
続
章
（
20
年
勤
続
）

　
第
４
分
団
　
分
団
長

　
谷
口
　
達
弥

■
勤
続
章
（
10
年
勤
続
）
　

　
第
５
分
団
　
班
長
　
澤
口
　
繁
豊

　
第
１
分
団
　
団
員
　
鎌
田
　
　
満

泊
消
防
団
長
表
彰

　(

３
年
間
建
物
無
火
災
地
区
の
分
団
及
び

　
　
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
を
「
泊
消
防
団
長
表

　
　
彰
内
規
」に
よ
り
表
彰
す
る
も
の
で
す
。)

■
泊
地
区

　
第
１
支
部･

第
３
支
部･

照
岸
支
部

　
第
９
支
部
　
　

■
盃
地
区

　
第
５
支
部･

第
６
支
部･

第
７
支
部

　
平
成
19
年
出
初
式
　

　
　
　

表
彰
受
賞
者

平成18年　泊　消　防　団　概　況

消
防
団
員
数

火

災

状

況

消
　
防
　
団
　
員
　
出
　
動
　
状
　
況

定員数

平成18年年頭 平成18年年末 備　　　考

74名 74名

72名 73名

増減

０

０

条例最終改定
平成７年10月１日

異動内訳　任用 ３名
退団 ２名  昇格 ２名

実員数

建物火災

平成17年 平成18年 前年対比

前年対比

０件 ２件 増２

１件 ０件 減１

１件 ２件 増１

その他

合　計

救　　　　　　　　助

行 方 不 明 者 捜 索

暴 風・水 害・地 震

出初式・演習・各種訓練

予 　 防 　 査 　 察

広　報　・　指　導

火 　 災 　 警 　 戒

機械器具及び水利点検

各 　 種 　 会 　 議

そ 　 　 の 　 　 他

合　　　　　　　　計

建 物 火 災 1 34 増１ 増34

0 0 減１ 減９

0 0 ０ ０

0 0 減２ 減30

0 0 ０ ０

19 407 増６ 増107

4 57 増１ 減28

2 15 増１ 増２

9 96 ０ 減１

15 16 増12 ０

27 338 増５ 増124

16 79 増１ 減89

93 1,042 増24 増192

そ　の　他

火
災

回　数
回　数

人　員
人　員

区　分

年

種　別

種別

（
※
敬
称
略
）

平
成
19
年
岩
内･

寿
都
地
方
消
防
組
合

平
成
19
年
岩
内･

寿
都
地
方
消
防
組
合
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平
成
18
年
度
　
村
政
懇
談
会
開
催

平
成
18
年
度
　
村
政
懇
談
会
開
催

平
成
18
年
度
　
村
政
懇
談
会
開
催

１月18日開催

１月17日開催

　
平
成
18
年
度
の
村
政
懇
談
会
が
１
月

17
日
と
18
日
の
２
日
間
、
泊
地
域
を
皮

切
り
に
村
内
５
地
域
の
各
地
区
集
会
所

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
地
域
の
懇
談
会
で
は
、
冒
頭
に
佐

藤
村
長
か
ら
、
各
町
村
の
経
費
節
減
や

事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
後
志
19

町
村
が
協
力
し
あ
い
、
広
域
で
効
率
的

な
行
政
運
営
を
目
指
し
て
、
本
年
４
月

か
ら
の
事
務
開
始
に
向

け
現
在
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
る
「
後
志
広
域

連
合
」
の
説
明
や
、
岩

宇
４
町
村
で
協
議
さ
れ

て
い
る
ゴ
ミ
の
有
料
化

や
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
の
建
設
、
最
終
処
分

場
の
建
設
な
ど
に
つ
い

て
の
状
況
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
か
ら
、

広
域
連
合
や
ゴ
ミ
の
有
料
化
に
対
す
る

意
見
を
は
じ
め
、
各
地
域
に
お
け
る
課

題
や
要
望
な
ど
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
貴
重
な
声
を

慎
重
に
精
査
い
た
し
ま
し
て
、
村
行
政

に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
２
０
０
６
年
度
の
電
源
立
地
促
進
功

労
者
表
彰
が
12
月
19
日
に
東
京
・
永
田

町
の
首
相
官
邸
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
表
彰
式
で
こ
の
度
、
三
好
議
長

が
経
済
産
業
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
、
甘

利
明
経
済
産
業
相
か
ら
感
謝
状
と
副
賞

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
後
に
都
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
た
祝
賀
会
で
は
、
行
政
や
電
力
業

界
関
係
者
な
ど
原
子
力
立
地
に
貢
献
し

た
受
賞
者
の
功
績
が
讃
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
電
源
立
地
促
進
功
労
者
表
彰
は
１
９

８
１
年
の
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
推
進

閣
僚
会
議
の
了
承
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
、

発
電
所
の
立
地
に
特
に
功
労
が
あ
っ
た

地
方
公
共
団
体
の
首
長
な
ど
に
対
し
て
、

首
相
や
経
済
産
業
相
が
表
彰
す
る
制
度

で
、
こ
の
度
の
表
彰
で
23
回
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　
三
好
議
長
の
受
賞
は
、
北
海
道
電
力

泊
発
電
所
３
号
機
（
Ｐ
Ｗ
Ｒ
、
91
万
２

千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
へ
の
立
地
に
、
村
議

会
の
代
表
と
し
て
貢
献
を
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
泊
発
電
所
３
号
機
は
、
２
０
０
９
年

12
月
の
営
業
運
転
開
始
に
向
け
て
建
設

工
事
中
で
す
。

甘利明経済産業相より経済産業大臣表彰を

授与される三好議長(１月19日、首相官邸)

経
済
産
業
大
臣
表
彰
に
三
好
議
長

経
済
産
業
大
臣
表
彰
に
三
好
議
長

経
済
産
業
大
臣
表
彰
に
三
好
議
長

経
済
産
業
大
臣
表
彰
に
三
好
議
長

２
０
０
６
年
度

電
源
立
地
促
進

功
労
者
表
彰

２
０
０
６
年
度

電
源
立
地
促
進

功
労
者
表
彰

２
０
０
６
年
度

電
源
立
地
促
進

功
労
者
表
彰

２
０
０
６
年
度

電
源
立
地
促
進

功
労
者
表
彰

渋井地域

堀株地域

茅沼地域

泊地域

盃地域

渋井地域

堀株地域

茅沼地域

泊地域

盃地域
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新しいスクールバス
２号車がお目見え

10
７

１
15

平成19年日本水難救済会
泊救難所出初式および
盃支所出初式

10
７

１
３

10
７

１
22

　日本水難救済会泊救難所盃支所の出初式が１月３

日に、泊救難所の出初式が１月22日に行われました。

　式に先立ち盃漁港及び泊漁港で救命索発射訓練を

行い、万が一の事態に備え迅速な動作で訓練に臨ん

でいました。

　訓練終了後、場所を盃地区集会所及び泊地区集会

所に移して出初式を行い、規律正しい厳粛な雰囲気

の中、所員たちは気を引

き締め海難事故防止へ

の意識を高めていました。

　平成18年度電源立地地域対策交付金を活用し、

小学校のスクールバス２号車を更新しました。

昨年３月の１号車に引き続き、２ヵ年で更新事

業を行いました。１月15日に泊稲荷神社で安全

祈願を行い、22日の３学期始業式から運行を開

始しました。

購入額

19,299,000円

交付充当額

19,000,000円

海海日日 本本 ニコニコ 元気元気元気ニ
コ
ニ
コ トピックストピックス村村村海海日日 本本 ニコニコ 元気元気元気ニ
コ
ニ
コ トピックストピックス村村村

フォトフォーカスフォトフォーカスフォトフォーカス
各地域会 新年交礼会

　今年も各地域会の新年交礼会が、各地区集会所で行われました。

　今年の冬は雪が少なく暖かい日が続いたため、楽なお正月を過ご

されたことと思います。

 今年も１年穏やかで、また地域の発展を願

って集まった皆さんは、ご馳走を目の前に

話しが弾み、とてもにぎやかな様子でした。

堀株地域会（１月13日）

臼別地域会（１月13日）茅沼地域会（１月14日）

盃地域会（１月13日）

第３地域会（１月14日）

第１地域会（１月21日）第２地域会（１月21日）渋井地域会（１月27日）

堀株地域会（１月13日）

臼別地域会（１月13日）茅沼地域会（１月14日）

盃地域会（１月13日）

第３地域会（１月14日）

第１地域会（１月21日）第２地域会（１月21日）渋井地域会（１月27日）
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　有線放送は、国からの交付金により同軸ケーブルから光ケーブルに改修したところであります。

　今後、新築される方や新規に有線放送へ加入される方が光ケーブルを接続する場合には、議会の議決を

得て、平成19年４月１日より工事費の１割を加入者の方に負担していただくこととまりました。

　なお、他町村においては、工事費の６割又は全額を住民負担として求めている町村もあります。

また、家屋の解体におけるケーブルの撤去費用につきましても、加入者の全額負担となりましたので、

お知らせ致します。

　村民の皆様には趣旨を理解していただき、今後とも、有線放送の運営にご協力のほど宜しくお願い致

します。

　ご不明な点がありましたら、役場・企画振興課（ＴＥＬ７５－２８７７）まで

新規に有線放送に加入される方は加入者負担をお願い致します。新規に有線放送に加入される方は加入者負担をお願い致します。新規に有線放送に加入される方は加入者負担をお願い致します。平成19
年

４月よ
り

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　泊村及び岩宇３ヶ町村並びに北海道が主催し、原子力防災訓練・冬季訓練を２月９日（金）

に実施致します。

　この訓練は秋の訓練とは異なり、冬季における迅速な避難道路の確保及び除雪状況の検

証並びに住民の退避に要する時間の検証など、冬季にしか確認できない内容により実施致

します。

　このため訓練項目を縮小しながら、今回は堀株地区を中心に行いますので、ご協力お願

い致します。

記

　　●実　施　時　期　　　　　　　　平成18年２月９日（金）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　８時45分～11時30分

　　●実　施　内　容　　　　　　　　○退避等の実施

　　　　　　　　　　　　　　　　　　○除雪体制の検証

　　　　　　　　　　　　　　　　　　○災害対策本部の運営

　　　　　　　　　　　　　　　　　　○住民広報の実施

　　※当日の広報は、堀株地区だけと致します。

　　※中止の場合は、当日の午前８時までに決定し、有線告知に

　　　よりお知らせ致します。

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

北海道原子力防災訓練
冬季訓練の

実施について

北海道原子力防災訓練
冬季訓練の

実施について

北海道原子力防災訓練
冬季訓練の

実施について

北海道原子力防災訓練
冬季訓練の

実施について
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村長室からの手紙村長室からの手紙村長室からの手紙村長室からの手紙
　
昨
年
の
暮
れ
か
ら
の
異
常
気
象
で
暖
か
い
日
が
続
き
、
雪
も
少

な
く
過
ご
し
や
す
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
先
月
は
、
新
年
恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
成
人
式
や
出
初
式
を

は
じ
め
、
各
地
域
会
で
の
新
年
交
礼
会
な
ど
の
行
事
が
あ
り
、
皆

様
の
晴
れ
や
か
な
お
顔
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
て
、
今
年

も
村
民
の
皆
様
と
共
に
、
泊
村
が
良
い
年
と
な
る
よ
う
気
持
ち
を

新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
予
算
編
成
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
全
国
的
に
景
気
も
低
迷
し
て
い
る
中
、
地
方
交
付
税
の
更
な
る

削
減
や
補
助
金
の
引
き
下
げ
等
、
地
方
自
治
を
取
り
巻
く
現
状
は

依
然
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
経
費
の
削
減
や
事
務
能
率
の
向
上
を
図
る

た
め
に
、
後
志
十
九
町
村
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
後
志
広

域
連
合
」
及
び
「
町
村
合
併
」
等
に
つ
い
て
の
説
明
、
ま
た
、
岩

宇
四
ヶ
町
村
で
協
議
さ
れ
て
い
る
ゴ
ミ
の
有
料
化
や
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
最
終
埋
立
処
分
場
の
建
設
な
ど
に
つ
い
て
の

状
況
を
、
予
算
編
成
に
先
立
ち
先
月
の
十
七
日
、
十
八
日
の
二
日

間
、
各
地
区
で
村
政
懇
談
会
を
開
催
し
、
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
に
対
す
る
ご
意
見
を
は
じ
め
、
日
頃
、
村
民
の
皆
様
が
思
っ

て
い
る
疑
問
や
要
望
な
ど
を
お
聴
き
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
村
政
懇
談
会
で
頂
い
た
ご
意
見
・
ご
要
望
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
年
度
の
予
算
に
反
映
で
き
る
も
の
は
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
り
良
い
村
づ
く
り
の
た
め
に
、
村
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　

　
こ
れ
か
ら
は
、
寒
さ
が
一
段
と
厳
し
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
も
風
邪
を
引
か
な
い
よ
う
、
健
康
に
十
分
留
意
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　

泊
村
長
　
佐
　
藤
　
淳
　
一

とまり保育所入所とまり保育所入所とまり保育所入所
申し込み２月15日まで

　
平
成
19
年
度
の
保
育
所
新
入
所
児(

一
歳
以
上)

の
申
し
込
み
を
２
月
１
日
か
ら
受
付
い
た
し
ま

す
。(

申
し
込
み
用
紙
は
役
場
に
あ
り
ま
す
。)

　
入
所
を
希
望
す
る
方
は
、
２
月
15
日
ま
で
に

保
健
福
祉
課
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
保
育
所
に
入
所
で
き
る
家
庭
は
次
の
と
お
り

で
す
が
、
そ
の
家
庭
に
幼
児
を
保
育
で
き
る
人

が
い
な
い
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で

ご
留
意
下
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、

　
　
　
保
健
福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
電
話
　
７
５
―
２
１
３
４
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

①
昼
間
に
居
宅
外
で
労
働
す
る
こ
と
を
常
態
と
し

て
い
る
こ
と

②
昼
間
に
居
宅
内
で
当
該
児
童
と
離
れ
て
日
常
の

家
事
以
外
の
労
働
を
す
る
こ
と
を
常
態
と
し
て

い
る
こ
と

③
妊
娠
中
で
あ
る
か
又
は
出
産
後
間
が
な
い
こ
と

④
疾
病
に
か
か
り
、
若
し
く
は
負
傷
し
、
又
は
精

神
若
し
く
は
身
体
に
障
害
を
有
し
て
い
る
こ
と

⑤
長
期
に
わ
た
り
疾
病
の
状
態
に
あ
る
又
は
精
神

若
し
く
は
身
体
に
障
害
を
有
す
る
同
居
の
親
族

を
常
時
介
護
し
て
い
る
こ
と

⑥
震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
そ
の
他
の
災
害
の
復

旧
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と

⑦
村
長
が
認
め
る
前
各
号
に
類
す
る
状
態
で
あ
る

こ
と 入

所

基

準



８● 広報 とまり　2006年２月号 ● ８● 広報 とまり　2007年２月号 ●

くらしの告知板くらしの告知板くらしの告知板
役場　緯75～２０２１

平成19年２月16日（金）から

　平成19年３月15日（木）まで

所得税が

平成19年２月１日（木）から

　平成19年３月15日（木）まで

贈与税が

平成19年１月４日（木）から

　平成19年４月２日（月）まで

個人事業者の

　　消費税が です。

　なお、倶知安税務署の閉庁日（土・日曜日・祝日等）

は、税務署では相談及び申告書の受付は行っておりま

せんが、申告書は郵送又は税務署の時間外文書収受箱（倶

知安税務署の１階正面玄関右側）に投函することによ

り提出することができます。

■お問い合せ　倶知安税務署　個人課税部門

　　　　　　　　0136－22－3102

平成18年分 住民税の申告取りまとめ日程表

※但し、都合により日程の一部変更もありますので申

　添えます。

※所得税の申告も正しくお早めに。

２月19日(月)

２月20日(火)

２月21日(水)

２月22日(木)

２月23日(金)

２月26日(月)

２月27日(火)

２月28日(水)

日　　程 場　　　所

午前９：30～
午後２：30

午前９：30～
午後２：30

午前９：30～
午後２：30

午前９：30～
午後２：30

午前９：30～
午後３：00

午前９：30～
午後３：00

午前９：30～
午後２：00

午前９：30～
午後２：00

地域

１･２

３･照岸

５･６

７･８

９

10･11･炭鉱

12

13

時間

申告取りまとめ期間

２月19日～２月28日
　平成18年分の所得税の申告期間は２月16日～３月15

日まで倶知安税務署でおこないますが、村では平成18

年分の住民税等の申告取りまとめを各地域ごとに次の

日程でおこないます。

 ※申告相談に必要なもの

　 ア、医療費の領収書　イ、生命保険料支払証明書

　 ウ、損害保険料支払証明書　エ、源泉徴収票

　 オ、印鑑、保険証

詳しくは、財政課税務係　電話７５―２０２１番へ

お問い合わせ下さい。

住民税の申告
取りまとめを行います

住民税の申告
取りまとめを行います
住民税の申告

取りまとめを行います

泊村技能士会からの
お知らせ

泊村技能士会からの
お知らせ

泊村技能士会からの
お知らせ

　泊村技能士会では、恒例事

業として実施しております

『包丁研ぎ』を来る２月18日

（日曜日）各地域の集会所に

おいて無料奉仕致しますので、

多数のおいでをお待ち致して

おります。

　なお、包丁は一家庭２丁までとなっております。

各地域の受付時間は次のとおりです。

午前　9：30～10：00

午前 10：45～11：15

午後 1：00～ 1：30

午後  2：15～ 2：45

所得税等の申告
期間について

所得税等の申告
期間について
所得税等の申告
期間について
　平成18年分の所得税・消費税の

確定申告及び贈与税の申告の

税務署窓口での相談及び

申告書の受付は、

泊地区集会所

盃地区集会所

〃

臼別地区集会所

茅沼地区集会所

渋井地区集会所

堀株地区集会所

照 岸 ･ 糸 泊
地 区 集 会 所

盃 地 区 集 会 所

照岸･糸泊地区集会所

泊 地 区 集 会 所

臼 別 地 区 集 会 所

渋 井 地 区 集 会 所

堀 株 地 区 集 会 所

茅 沼 地 区 集 会 所
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・事前予約制

・予約受付　

　平日午前10時～午後４時

・岩内町高台84－３

　(佐藤精肉店となり)

・緯 0135-62-8373

ＦＡＸ  0135-62-8383

札幌弁護士会しりべし弁護士相談センター

８日(木)７日(水) 20日(火)19日(月)２月

２月の相談日程２月の相談日程２月の相談日程 休日における
国民年金保険料の
納付相談及び年金相談

休日における
国民年金保険料の
納付相談及び年金相談

休日における
国民年金保険料の
納付相談及び年金相談

男女雇用機会
均等法が
変わります!!

男女雇用機会
均等法が
変わります!!

男女雇用機会
均等法が
変わります!!

札幌法務局岩内支局の
統合のお知らせ

札幌法務局岩内支局の
統合のお知らせ

札幌法務局岩内支局の
統合のお知らせ

問い合わせ先
・岩内地方衛生組合じん芥処理場
　TEL 62－6251

不燃（粗大含む）
ごみ受入
停止日

不燃（粗大含む）
ごみ受入
停止日

不燃（粗大含む）
ごみ受入
停止日

■受入停止日　２月26日(月)■■受入停止日　２月26日(月)■■受入停止日　２月26日(月)■

不燃
(粗大

含む
)

ごみ
受入
停止
の

お知
らせ

２月の２月の２月の
救急当番医救急当番医救急当番医

診療時間
９時～17時まで

２月４日(日)

　　11日(日)

　　12日(月)

　　18日(日)

　　25日(日)

緯６２－３２２３

緯75－３６５１

緯62－７７００

緯６１ －2133

緯６2－ １０２ １

石山内科クリニック

茅 沼 診 療 所

東 山 ク リ ニ ッ ク

万 代 ク リ ニ ッ ク

岩 内 協 会 病 院

（振替休日）

（建国記念日）

　社会保険事務所では２月10日(土)、３月10日(土)の

第２土曜日と２月17日(土)、２月18日(日)、３月21日

(水)の午前９時～午後４時まで開庁しています。保険

料納付についてのご相談や、年金のご相談に対応いた

しますので、ご利用下さい。

　職場に働く人が性別により差別されることなく、また、

働く女性が母性を尊重されつつ、その能力を十分発揮

することができる雇用環境を整備するため、性別によ

る差別禁止範囲の拡大、セクハラ防止措置の義務化、

妊娠等を理由とする不利益取扱い禁止等を定めた改正

男女雇用機会均等法が平成19年４月１日施行されます。

　札幌法務局岩内支局は、平成19年３月５日(月)をもっ

て札幌法務局倶知安支局に統合されることになります。

　つきましては、岩内支局で取り扱っている登記事務、

供託事務、戸籍・国籍事務、人権擁護事務は、平成19年

３月２日(金)で終了し、平成19年３月５日(月)から次の

とおり倶知安支局で取り扱うことになります。

新たな取扱場所

　札幌法務局倶知安支局

　〒044-0011　虻田郡倶知安町南１条東３－１

　　　　　　　倶知安地方合同庁舎３階　

　　　　　　　電話0136-22-0232

　交通　中央バス「倶知安ターミナル」または「倶知安

　　　　十字街」下車、倶知安役場方向へ

詳細は

　小樽社会保険事務所(小樽市富岡１－９－６)

　電話 (0134)23－4231　ＦＡＸ (0134)23－1189

詳細は

北海道労働局雇用均等室　電話 (011)709－2715まで

御不明な点につきましては

　岩内支局(電話0135-62-0449)又は倶知安支局(電話

　0136-22-0232)へお尋ねください。　



10

[18．12．31現在　住民基本台帳] 

窓

戸
籍
の

窓

戸
籍
の

窓

戸
籍
の

窓

戸
籍
の

12
月
16
日
～
１
月
19
日

12
月
16
日
～
１
月
19
日

12
月
16
日
～
１
月
19
日

12
月
16
日
～
１
月
19
日

1,035戸

2,086人

955人

1,131人

-2戸

-2人

±0人

-2人

前月比

人　口世　帯

世　　帯

人　　口

男

女

泊 地 区

盃 地 区

茅沼地区

老人ホーム

渋井地区

堀株地区

　 計

人のうごき人のうごき人のうごき

地区別の世帯と人口地区別の世帯と人口

319戸

185　

193　

143　

113　

82　

1,035　

　

705人

398　

419　

143　

230　

191　

2,086　

　

±0

－1

±0

－1

±0

±0

 －2

－1

－1

－1

－1

±0

＋2

－2

続けよう
交通事故死 　の日

村民のねがいです

平成16年10月８日より

１月31日現在SS SS

846846日日日

よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す

ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
し
ま
す

【
死
亡
】

(

渋
　
井) 

町
田
　
一
雄
さ
ん
　
80
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　 
１
月
２
日
死
亡

(

興
志
内) 

西
川
　
文
博
さ
ん
　
68
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

１
月
２
日
死
亡

(

茅
　
沼) 

平
山
ミ
ネ
子
さ
ん
　
75
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

１
月
16
日
死
亡

【
転
入
】

(

茅
沼
　) 

小
西
　
チ
イ
さ
ん
　
岩
内
町

(

堀
　
株) 

乳
井
　
友
克
さ
ん
　
大
分
県

全国統一防火標語　　消さないで　あなたの心の　注意の火

俳
　

句

(

227)

短
　

歌

(

328)

と

ま

り

木

文

芸

と

ま

り

木

文

芸

と

ま

り

木

文

芸

と

ま

り

木

文

芸

と

ま

り

木

文

芸

と

ま

り

木

文

芸

と

こ

ご 
ぞ
う   

ろ
っ
ぷ

谷
内
　
美
枝

新
春
や
羽
織
は
か
ま
の
孫
と
撮
る
　
　
　
　
　

小
林
　
諒
子

佛
前
の
父
母
に
報
告
年
は
じ
め
　
　
　
　
　
　

竹
ヶ
原
タ
イ
子

七
転
び
八
起
き
を
重
ね
歳
を
越
す
　
　
　
　
　

　
赤
坂
明
希
子

ゆ
ず
り
葉
の
な
き
正
月
や
年
立
て
り
　
　
　
　

　
　
　
武
井
　
和
子

旅
立
ち
し
孫
の
夏
便
り
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
　
　

　
　
　
　
近
江
　
泊
人

寒
の
水
五
臓
六
腑
の
目
覺
か
な
　
　
　
　
　
　

広
報
と
ま
り

２
月
号
（
№
5
4
6
）

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

本
誌

記
事

の
転

載
及

び
複

写
等

の
無

断
使

用
を

禁
じ

ま
す

。

泊
村

の
情

報
へ

の
ア

ク
セ

ス
は

h
ttp

:/
/
w

w
w

.v
ill.to

m
a
ri.h

o
k
k
a
id

o
.jp

　
　

　
発

　
行

／
泊

村
役

場
　

編
集

／
企

画
振

興
課

情
報

推
進

係
〒
045－

0204　
北

海
道

古
宇

郡
泊

村
大

字
茅

沼
村

字
臼

別
1
9
1
番

地
の

７
緯

 0
1
3
5
－

7
5
－

3
3
4
6
　

　
F
A

X
 0

1
3
5
－

7
5
－

3
1
6
8

近
江
谷
乃
婦

　
　
今
少
し
持
続
さ
せ
た
し
こ
の
元
気

                  

娘
の
使
ひ
に
冬
湯
浴
び
ゆ
く

吉
田
智
恵
子

　
　
空
や
海
荒
れ
に
荒
れ
る
や
明
け
の
年

                        

干
支
の
猪
猛
突
進
か

赤
坂
明
希
子

　
　
コ
ソ
ボ
の
子
命
の
恵
み
ひ
き
つ
が
れ

                

見
ひ
ら
く
眼
う
つ
ろ
な
り
し
も

小
林
　
諒
子

　
　
吾
が
娘
外
国
人
と
結
ば
れ
て

                 

話
す
言
の
葉
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル

　
　

え

 

と

と
つ 

く
に 

び
と

こ
と

ま
な
こ

い
の
し
し 

も
う
　 

と
っ
　
し
ん

【
転
出
】

岩
内
町
　
２
人
　
　

　
共
和
町
　
３
人

札
幌
市
　
１
人

む
つ
み
荘


